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一般に各種栄養素の経口投与に伴うエネルギー消費量の上昇は，特異動的作用 (specific dynamic action : SDA ,d 
iet-induced thermogenesis: DIT) として認められている。しかし，近年経静脈的栄養素投与でもエネルギー消費量が






体重200-250gの雄性 Wistar ラットを用い，無拘束下に48時間 TPN 輸液を施行の後，間接熱量測定実験を行った。
まず，経静脈的に1/2生理食塩水を一定流量(1.67 X 1Q-4ml/ g/min) 投与した。安静時エネルギー消費量 (REE)
は投与後約3時間で最低値に達し，以後約9時間まで一定値を示した。次に，経静脈的に約4時間1/2生理食塩水を同
速度で投与して基準値を測定した後，経静脈的に総合アミノ酸を一定速度で投与し REE を測定した。約30分で REE
は最高値に達し投与カロリー量に対する REE の上昇率を NIT 値(%)と定義すると，この時の計算された NIT 値
は11-12 (%)であった。そして，投与後約5時間までほぼ一定の NIT 値を示した。このように，アミノ酸を経静脈





























に対する REE の変化率 (NIT) は約11-12%であり，経胃痩的に投与した群のそれ(約20-23%) より低値である
ことが明かとなった。経静脈的アミノ酸投与群では， REE は門脈血中の総アミノ酸濃度の上昇に伴って上昇した。
一方， NIT 値がより高値を示した経胃痩的アミノ酸投与群では，門脈血中の総アミノ酸濃度は同量のアミノ酸の経静
脈的投与群より低下しており，とくにグルタミンの低下が著明であった。したがって，経胃痩的アミノ酸投与時の
NIT 上昇の原因として，消化・吸収のエネルギーコストが大きく関与していると考えられた。
これらの知見は，栄養素投与に伴うエネルギー消費量の上昇機構を解明する上で重要な知見であり，学位に値する
と考える。
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